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230．Na　1231による甲状腺摂取率とシンチゲ
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　今回，われわれは日本メジフィジックス社よりキャリ

アフリーのNa　1231を入手する機会を得，従来より行わ

れていた1311および99mTc　O，一による甲状腺摂取率の

測定とイメージングについて比較検討を行ったので報告

する．

　〔方法〕ネックファントムを用いて1311と1231のエネ

ルギーによる摂取率測定状態におけるisoresponse　curve

を求め比較した．患者1人あたり投与量は12s　1，131　1を

それぞれ100μCi経口投与した．・231および」311はDouble

Isotope法を利用し，投与後1，3，6，24時間に甲状腺

摂取率をフラットフィールドコリメー一・一タシンチレーショ

ソカウンタによって測定した．また撮影を3，6，24時

間後にピンホールコリメー一一・タおよび4000●一ルコリメ

ー タ使用ガンマカメラ（東芝GCA101）により行った．

99mTc　O「については1mCiを静注後3時間に摂取率測

定およびイメージングを行った．

　〔結果および考察〕1231および1311によるisoresponse

curveで差異を確認し，それによる撮影像の変化を認め

た．1231と131　1の24時間摂取率は良好な相関を示した．

また3時間後の99m　TcO4一の摂取率は正常者では総放射

能量の0．4～3％であった．123　1のイメージは3時間後

で撮影可能であり，6時間後で最もよいイメージが得ら

れた．3時間後における99mTc　04一のイメージはバック

グランドが多い．

　1231は短半減期，noβのため被曝線量が軽減でき，日

常の臨床に有用なものと思われる．
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　〔目的〕

　甲状腺機能検査において，日本メジフィジクス社製の

123　1を使用し，従来使用されている，1311，99mTcとの比

較検討を行った．

　〔方法〕

　甲状腺外来患者に1311カプセル，50μCiを経口投与

し，24時間後a：　123　1カプセル200μCi～150μCiを経口投

与した．

　1231カプセル経口投与，3時間後に，2核種同時測定

用Gamma　Cameraおよび，それにOn・Lineした小型

電算機を使用し，スキャンニングを行った．また，99mTc

を2mCi静注し，スキャンニングを行い比較した．

　また，1231カプセルによる甲状腺摂取率測定を行っ

た．

　〔結果〕

　甲状腺スキャンニソグにおいて，123　1は他の核種1311，

99mTcよりもすぐれた画像を得た．

　また，1231使用による摂取率と「31　1による摂取率は相

関を認めた．

　〔結語〕

　123　1甲状腺機能検査に使用出来うる，また，123　1は被

曝線量も少なく，すぐれた核種である．
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